
平成 28年度 第３回 錦江町公共施設等総合管理計画策定委員会 会議録 

 

平成 29年２月 27日（月） 午後３時 30分 

錦江町役場２階会議室 

 

事務局 それでは、ただいまから、平成 28 年度第３回錦江町公共施設等総合管理計画策定員会を

開会いたします。最初に楠元町長からご挨拶申し上げます。 

町長 皆さんこんにちは。平成 28 年度第３回錦江町公共施設等総合管理計画策定員会の開催に

あたり一言ごあいさつ申し上げます。先ほどは、現地研修に参加していただきありがとうご

ざいます。引き続き本委員会もよろしくお願いします。さて、本日の会では、12 月から実

施しましたパブリックコメントの報告などについて説明させていただきます。本日も活発な

議論をお願い申し上げ、挨拶とさせていただきます。 

事務局 それでは協議に入ります。協議の進行を萩野委員長にお願いいたします。 

委員長 みなさんこんにちは。今日の視察に行きたかったのですが、大学で急用ができまして申し

訳なかったです。さっそく協議事項に入りますが、パブリックコメントの結果について事務

局から説明をお願いします。 

事務局  資料１になります。今回パブリックコメントを実施しました。内容については実施期間が

平成 28年 12月 12日から平成 29年１月 11日までとしておりました。周知方法としては、

12月号の広報誌、町のホームページを利用しました。閲覧場所は総務課、支所観光交流課、

町のホームページに掲載をしました。意見書の提出方法は持参、郵送、ＦＡＸ、代表メール

アドレスを指定しておりましたが、意見書の提出はございませんでした。閲覧に来た方が意

見書の提出はされませんでしたが、施設の内容についてご助言をいただき、計画に加味した

いと思いまして「２．素案の修正について」としてご提案した次第です。内容につきまして

は、集会施設の川原集会場（旧川原保育園舎）と記載をしておりましたが、町と川原保育園

が契約をしており、倉庫として利用している現状です。集会施設としての機能を満たしてい

ないと考えまして、その他施設に分類をし、名称についても旧川原保育園舎と記載がしたほ

うがいいのではと思い、ご提示しております。それに伴いまして、棟数、延床面積の合計を

修正しております。この修正については資料４の計画案にも反映しておりますので、後ほど

お目通しください。パブリックコメントについては以上です。 

委員長 はい、ありがとうございます。旧川原保育園舎というのは集会場ではなかったの。 

事務局 元々集会所でしたが、今は川原保育園と契約をして荷物を置いて、倉庫として使っていま

す。集会場としても利用されていませんし、集会場として機能を満たしていない現状なので

その他施設に分類をしました。 

委員長 今、パブリックコメントの結果と修正について提案がございましたが、よろしいでしょう

か。 



委員一同 はい。 

委員長 ありがとうございます。では、今後についてということで資料２ですかね、説明をお願い

します。 

事務局 資料２について今後のスケジュール等について説明いたします。この委員会で策定完了と

なりましたら、議会への報告を３月中に行う予定です。次に今回委員の方と役場と策定を進

めましたが、今後施設の状況等、人口の推移も変わってきます。２年ごとに計画の見直しを

進めていこうと考えております。２年後の理由については、国勢調査が５年ごとに実施され

ます。その確定値公表と実施中間年度に見直しをして国勢調査の結果を加味しながら進めて

いきたいと思っております。基本方針など大きな見直し以外の軽微な変更などについては、

まとめて各年度に１回見直しを行って、結果については広報誌、町ホームページで公表をし

て住民の方へ周知していこうと考えております。次に、各課が担当している施設について今

後どのようにするか利用するのか、複合化するのか、除却するのかなどを住民の方と協議を

しながら進めていかなければなりません。具体例としまして、旧宿利原中学校の跡地や旧池

田中学校の跡地について耐用年数等も加味しながら近隣の公共施設と一体的に考えていか

なければなりません。消防施設などの緊急性の高い施設もありますのでその点も加味しなが

ら進めていかなければなりません。資料２については以上です。 

委員長 大きな数値の見直しを２年後に行うと。基本的な考え方は２年間は変えずに、各課からの

数値などについては広報誌等で公表すると。 

事務局 はい。 

委員長 あとなぜか具体例で宿利原と池田がでてきていますが、これは削除したほうが良くないで

すか？ 

事務局 具体的に記載したほうがイメージしやすいと思いまして記載しております。 

委員長 それは口頭で言わなきゃ。具体例は削除ということで。こんなふうに書かれると地元の方

がたまらないので。決まっているのかと誤解が生じたら大変なのでこのような考え方で進め

ていきますよという例ということで。今後について何かご質問等ございますか？なければご

承認ということでよろしいでしょうか。 

委員一同 はい。 

委員長 次にその他で事務局のほうからどうぞ。 

事務局 前回の委員会の中で公民館ごとの施設一覧を示してほしいとありましたので、資料３を準

備いたしました。光熱水費やその他の経費などについては前回の委員会で示した数値と変更

をしておりません。計画の付属的な資料としてご提示しております。 

委員長 ちょっと字が小さくて見にくいね。大きいフォントでもう一度皆さんに送ったほうがいい

と思うけど。 

Ｋ委員 ちょっといいですか、利用者数について分からない部分もあると思いますが、分からない

部分でも使っているのかどうか○や×で示してもらえないかなと。活用されていないものに

ついては×などしていただければと。他の方が見られても分かりやすいのかと思います。 



委員長 どうですか、今現在で役場がおさえているところはありますか？後からでもいいけど。地

元に聞いたほうが分かるかな。 

事務局 細部にわたっての利用者数については先生がおっしゃったように地元の方のほうがずっ

と数字をおさえております。町のほうへ使用許可を提出して許可するものでもなく、地元で

管理をしていただいている施設もございますので、数字をなかなかお示しできないのが現実

です。この資料はあくまでも補足資料で計画原案の中に含まれませんが、利用されているも

のについては何らかの表示をしたいと考えております。 

委員長 利用した数値については今後現場で話を聞きながら考えるということで捉えてよろしい

ですか。 

事務局 はい。 

委員長 表に加えてくれれば。 

Ｍ委員 すいません、川原地区だけ表記が抜けている。はずさないでください。それと、細かいこ

とで申し訳ないけど、グランドはグラウンドにしてください。 

事務局 はい、修正をします。 

委員長  これについての修正等は事務局に一任ということで。また皆さんの手元に届くということ

でよろしいでしょうか。ぜひとも川原地区は外さないように。では資料３については以上で

すね。それから、事務局のほうから意見書の件について出ていましたが。 

事務局 前回の委員会で公民館として、また委員会として意見書の提出はどうでしょうかとのご意

見もありましたので、委員長へ意見書の提出をご相談したところです。修正等なければ計画

はこのままになりますので、この委員会としての意見書を加えたほうがいいのではと思いま

して相談したところです。 

委員長 それだけじゃなくて、どういった意見書とかを言ってくれないと。 

事務局 内容につきましては、施設の利用、除却などさまざまな活用方法があると思います。その

際には必ず住民の方と協議をして進めていきましょうという意見書はどうかなと思いまし

て。 

事務局 すみません、非常に歯切れの悪い言い方でしたが。このような審議委員会・協議会が他に

もございます。１年間かけて皆さまと協議をさせていただいて、この計画に基づいて町とし

て施策を進めていくことになりますが、やはり１番身近にいる地域住民の方々の思いという

ものをどのように計画へ具現化していくのかという部分を大事にしなければと認識してお

りました。一般的に審議会等であれば何らかの答申書というものが出てくるわけですが、任

意の策定委員会になりますので、ご意見として今後の進め方も一方的な進め方ではなくて、

住民の方と協議をしながらやっていくという意見は非常に大事ではないのかなと案として

どうでしょうかと説明したところです。先ほど池田地区でも話になりましたが、人口が減っ

てきているという現実はというのは如何ともしがたい。今後微減であったにしても、増える

という要素についてはなかなか今の段階では厳しい状況です。ただし、昨年度総合戦略を作

り、萩野委員長にもご指導いただきながら各地区公民館でやっていくと基本路線を決めてい



ただきましたので、当然４月から宿利原地区の跡地活用・施設の複合化というものについて

政策企画課で１年間かけて住民の方と協議しながら進めていくと。どのような状況であって

も、住民の方ときちんと対話をして協議しながら進めていくことが１番大事なところではな

いかと。そのようなご意見としていただければ非常にありがたいと考えた次第です。 

委員長 前回の委員会でもこの点は明確にということで文章を修正しましたが、それ以上にやっぱ

りごり押しはしないということで。５％削減と数値はありますが、努力目標だとしておりま

すので、意見を強化するために意見書という形で取りまとめて出してみたいなと思います。

皆さまよろしいでしょうか。 

委員一同 はい。 

委員長 この計画に意見書を付けて委員会としてあげたいと思います。突然相談がきたのでびっく

りしましたが、方向性は一緒なので。地域住民と協働共生といいますか、そのように進めて

いければと思います。その文面については私に一任ということでよろしいでしょうか。 

委員一同 はい。 

委員長 ありがとうございます。その他ありますか、事務局も。 

Ｌ委員 この策定委員会は今回で最後ということですよね。 

事務局 はい。 

委員長 ２年後の見直しはどこでやるの？ 

事務局 まだ考えておりません。 

委員長 どちらかというと行政改革委員会の範囲でもあるので、そっちでしてもいいのかなと思い

ます。ご検討いただいて。また皆さん召集をかけても喜んで出席していただける皆さまばか

りだと思いますので。今日はちょっと欠席が多いですが、そのようなかたちでいい方向に進

めていただければと思います。なければ事務局にお返しします。 

事務局 今日は施設見学・委員会と長時間ありがとうございました。先ほどありました意見書、本

日の会議録併せて皆さまへ郵送いたします。それでは、以上をもちまして本日の委員会を終

了いたします。ありがとうございました。 

 


